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Summary 
The purpose of this study was to research a coaching model of the top-level coach. The lecture and 
interview of an excellent coach were recorded. At first, his recorded contents were classified for every 
factor. Next we analyzed factors about football coaching and to research whether their factors were 
applied to the system of various sport coaching. As the results, six factors about the top-level coaching 
and the team management were extracted from his coaching model as follows; (1) Tactical planning 
based on definite strategy and scientific analysis, (2) Understanding conditions to gain a victory in the 
international tournament, (3) Cooperative relations among various stakeholders, (4) Collaborations 
among other staffs, (5) Coaching for long-term growth as a member of society as a player, and (6) 
Promoting positive evaluation and practical use of a player’s career. Our findings suggest that top-level 
coaches are required to adjust various stakeholders and to improve various environments of top athletes 
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の競 技 力 向 上 を促 進 する可 能 性 を持 つ。加 え
て、スポーツのコーチングに関しては、種目特性


























われ、その後に 30 分間の質疑応答が行われた。  
・ 講師： Graham Taylor 氏（サッカーのイングラン
ド代表元監督） 





・ 日時： 2006 年 2 月 16 日（木） 14:00～16:00  
























りである（Benn et al., 2006a；Rollin & Rollin, 
2006; Soccer Books Limited, 2005; The Football 
Association, 2006a）。  
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1) 選手としてのキャリア  
氏は、1944 年 9 月 15 日イングランド中部
Worksop に生誕し、1962 年から Grimsby Town




2) 指導者としてのキャリア  
氏のイングランド代表マネージャーを辞任する
までの主な指導実績を Table 1 に示す。選手引
退 後 、 27 歳 で Lincoln City Football Club






Table 1. Graham Taylor 氏のマネージャーとしての略歴 
クラブ、代表  シーズン  所属リーグ  主な実績  
Lincoln City FC  1972  Division 4  27 歳でマネージャー就任  
 1975/76  Division 4  リーグ優勝、上位リーグへ昇格  
Watford FC  1977  Division 4  マネージャー就任  
 1977/78  Division 4  リーグ優勝、上位リーグへ昇格  
 1978/79  Division 3  リーグ 2 位、上位リーグへ昇格  
 1979/80－80/81  Division 2  リーグ残留  
 1981/82  Division 2  リーグ 2 位、上位リーグへ昇格  
 1982/83  Division 1  リーグ 2 位、UEFA カップ出場  
 1983/84-86/87  Division 1  リーグ残留  
Aston Villa FC  1987  Division 2  マネージャー就任  
 1987/88  Division 2  リーグ 2 位、上位リーグへ昇格  
 1988/89-89/90  Division 1  リーグ 2 位  
England  1990   マネージャー就任  
 1991   England Challenge Cup Tournament 優勝  
 1992   European Championship 決勝リーグ進出  
 
代 表マネージャーとして、England Challenge 
Cup Tournament で優勝、1992 年欧州選手権
（European Championship）の決勝リーグ進出を
果たした。しかし、1994 年アメリカワールドカップ
（以下 W 杯と略記）予選で敗退し、1993 年イング
ランド代表マネージャーを辞任した。 1994 年から
は、Wolverhampton Wanderers FC や Watford FC
のマネージャーとなり、所属クラブを Division 1 や
プレミアリーグに昇 格 させた。その後 、2001 年
（2000/01 シーズン）までマネージャーを務めて引
退する。氏は、イングランドのリーグで、通算 1000




せ、現在では 4 つのディビジョンで 92 クラブが所
属している。1992 年（1992/93 シーズン）からは、
最上位ディビジョンが The Football Association
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（以下 FA と略記）の組織に再編され FA Premier 
League（以下プレミアリーグと略記）に、残る 3 つ
の デ ィ ビ ジ ョ ン は 、 従 来 ど お り The Football 
League（以下フットボールリーグと略記）の組織す
る Division 1, 2, 3 に改変された。さらに 2004 年
（2004/05 シーズン）には改称され、上位から プレ
ミアリーグ, The Championship, Division 1, 2 とな
っ て 現 在 に 至 っ て い る （ The Football league, 
2006）。本研究のリーグ名称の記載は、当該年度
のリーグのディビジョン区 分 に対 応 させた（The 





































   
 
  
   
 
  
   
 
  































たとえば、「Liverpool FC vs Arsenal FC（2006
年2月14日開催）」の試合を考えてみたい。 
Arsenal FCは、ほとんどのパスを味方の足元へ
（ to player ） 供 給 し て い た 。 こ れ に 対 し て 、































次 に 、 氏 の 例 示 し た 試 合 に つ い て 、 Yahoo 
Sports UK & Ireland（2006）をもとに作成した分
析データを Table 2 に示した。シュート数やコーナ


















































Table 2. Liverpool FCとArsenal FCの試合データ(2006/2/14実施試合) 
Liverpool FC  Arsenal FC 
数 割合(%)  数 割合(%) 
－ 56.2 ボール支配率 － 43.8 
1 － 得点 0 － 
22 78.6 シュート数 6 21.4 
9 81.8 枠内シュート数 2 18.2 
13 76.5 枠外シュート数 4 23.5 
13 92.9 コーナーキック 1 7.1 
 






















4） 特に優れた選手の存在  



































































最 優 秀 選 手 ） 、 2002 年 ブ ラ ジ ル に は 、 Ronaldo























Table 3. FIFA World Cupの開催国と優勝国 、選手の平均年齢 




1930 ウルグアイ ウルグアイ 26.4±2.90*2 23.9±3.28*2 
1934 イタリア イタリア 27.2±3.58*2 25.0±3.34*2 
1938 フランス イタリア 26.3±3.08*2 26.1±3.58*2 
1950 ブラジル ウルグアイ 25.7±4.13 26.5±3.44 
1954 スイス 西ドイツ 28.0±3.57 26.5±3.63 
1958 スウェーデン ブラジル 25.4±3.59 26.5±3.99 
1962 チリ ブラジル 29.9±5.09 25.9±3.94 
1966 イングランド イングランド 26.5±3.09 25.8±3.74 
1970 メキシコ ブラジル 24.6±3.95 26.0±3.17 
1974 西ドイツ 西ドイツ 26.7±2.59 26.1±3.25 
1978 アルゼンチン アルゼンチン 25.8±2.43 26.2±3.39 
1982 スペイン イタリア 27.0±4.62 26.6±3.58 
1986 メキシコ アルゼンチン 26.4±3.59 26.6±3.58 
1990 イタリア 西ドイツ 27.2±3.28 26.4±3.48 
1994 アメリカ ブラジル 27.5±3.51 26.9±3.83 
1998 フランス フランス 26.7±3.77 27.0±3.90 
2002 韓国・日本 ブラジル 26.2±3.13 27.0±3.89 
2006 ドイツ イタリア 28.3±3.29 26.9±3.87 
*1 選手の平均年齢は大会開始時点での満年齢とした。  
*2  1930-38年大会では、FIFA公式記録に欠損データが多数含まれるため参考資料とした。 
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魅 力 的 なサッカーを志 向 している（Manchester 
United PLC, 2006; Gill, 2006）。しかし、勝利と魅
力的なサッカーの両立の難しさは、多くの指導者





が低い試 合 内 容は、多 くの批判を受けていた。
Taylor（2006）は、「勝つためのサッカー」を実現








に優 先 されると主 張 している（Hatherall, 2005; 
League manager’ｓ association, 2005）。Chelsea 
FCの例は、現場の指導者にとって、勝利と魅力
的なサッカーの両立の難しさを示している。  












営 戦 略 は 成 功 を 収 め て い る （ Scott, 2006; 

































し 、 明 確 な ビ ジ ョ ン を 示 す こ と が 求 め ら れ る
（Lovejoy, 2002； Kelly, 2003；平尾、2005；星野
2005；宿沢、2005；木村、2006）。しかし、高い競
技レベルのチームには、多くの専門スタッフが協

















































では、‘A charter for Quality’（Wilkinson, 1997）
に基づいて、アカデミー選手の教育プログラムの
導入を義務付けられている。加えて、選手のサッ
カ ー 以 外 の 教 育 プ ロ グ ラ ム と 福 祉 を 担 当 す る











識づけの難しさを指摘している（The England and 







ることを多 くの指 導 者 が指 摘 している（Lovejoy, 
2002；星野、2005；Kelly, 2005； 木村、2006）。こ
のことは、コーチが、トレーニングから教育プログラ
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